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新
年
の

大
洗
町
長

謹
し
ん
で
年
の
始
め
の
御
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
清
々
し
く
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
今
日
ま
で
皆
様
が

た
の
媛
か
い
御
支
援
を
唯
一
の
カ
と

し
て
、
新
ら
し
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
ひ
た
す
ら
努
力
を
続
け
て
ま
い キヲ彦

、静

挨

拶

竹

舟

宏

り
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
代
初
頭

の
こ
の
年
は
私
達
の
大
洗
町
に
と
っ

て
も
、
明
る
い
前
途
に
向
け
て
大
き

く
羽
博
く
意
義
あ
る
跳
躍
の
年
と
な

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
一
つ
に
は
町
民
の

皆
様
の
永
い
間
の
宿
願
で
あ
り
待
望

久
し
か
っ
た
大
洗
港
が
、
愈
々
、
フ

ェ
リ
ー
基
地
と
し
て
3
月
日
日
の
北

海
道
向
け
第
1
便
の
出
航
を
も
っ
て

そ
の
機
能
を
開
始
し
、
北
関
東
の
海

の
玄
関
口
と
し
て
首
都
閤
域
の
経
済

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
つ
に
は
、

か
大
洗
鹿
島
線
。
が
こ
れ
も
3
月

に
は
全
線
の
開
通
と
同
時
に
営
業
が

開
始
さ
れ
、
当
町
へ
の
観
光
客
の
輸

送
を
は
じ
め
、
通
勤
通
学
等
に
大
き

な
利
便
の
提
供
を
約
さ
れ
て
お
り
ま

す。
こ
の
様
に
町
制
施
行
後
初
周
年
を

経
た
今
日
、
大
洗
町
を
拠
点
に
海
上

と
陸
上
の
両
面
で
画
期
的
な
交
通
輸

送
体
系
が
確
立
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
な

う
関
連
諸
施
設
等
の
整
備
充
実
の
過

程
の
な
か
で
大
き
な
変
貌
が
予
想
さ

れ
、
本
年
が
そ
の
幕
明
け
の
年
と
な

る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
こ
れ
ら
現
状
を
充
分
に
踏

え
、
今
年
も
良
い
町
づ
く
り
の
た
め

一
段
と
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
出
申
し

上
げ
、
併
せ
て
皆
機
の
ご
健
康
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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明
日
者
ひ
ら
く

私
達
は
苫
小
牧
に
着
い
て
早
速
市
役

所
を
訪
れ
、
企
画
部
長
と
開
発
課
長
か

ら
地
図
を
も
と
に
詳
細
な
説
明
を
受
け

た
。
聞
き
し
に
ま
さ
る
規
模
の
雄
大
き

と
そ
の
発
展
ぶ
り
に
驚
い
た
も
の
で
あ

る。
年
間
取
扱
貨
物
回
一
一
塁
千
五
百
万
ト
ン
、

六
O
O
J
平
方
米
の
地
域
が
あ
り
、
私

達
の
現
有
規
模
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

と
思
っ
た
。
特
に
令
国
か
ら
の
船
の
集

中
で
パ

i
ス
も
不
足
し
て
お
り
、
新
規

の
入
浴
は
当
分
む
ず
か
し
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
達
の

抱
い
て
い
る
期
待
は
急
に
く
、
つ
れ
て
い

く
よ
う
な
感
じ
の
湧
い
て
き
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。
た
だ
現
地
を
視
祭
し
た

折
り
開
発
会
社
の
重
役
か
ら
、
下
船
し

た
客
の
通
路
口
に
あ
る
一
一
坪
ば
か
り
の

土
産
品
庖
を
指
し
、
こ
ん
な
小
さ
な
庖

で
一
日
五
十
万
円
の
売
上
げ
が
あ
る
と

い
う
話
や
、
市
内
で
建
設
中
の
十
ば
か

り
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
、
殆
ん
ど
宿
泊

施
設
の
不
足
の
た
め
勾
山
造
中
で
あ
る
と

い
う
現
笑
面
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
、

フ
ェ
リ
ー
は
中
々
有
望
で
あ
る
と
い
う

感
じ
を
強
く
受
け
た
。
た
だ
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
視
察

が
終
り
、
千
歳
空
港
か
ら
帰
路
に
就
い

た
際
、
た
ま
た
ま
機
よ
か
ら
遥
か
に
大

洗
の
全
景
を
遠
望
し
、
そ
の
見
事
さ
に

全
員
歓
呼
の
声
を
挙
げ
て
総
立
ち
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
日
友
人
に
会
っ

て
フ
ェ
リ
ー
の
話
が
出
た
際
、
「
自
分

は
海
上
か
ら
大
洗
を
見
た
い
」
と
云
っ

て
い
た
が
、
や
っ
ぱ
り
「
松
が
見
え
ま

す
ほ
の
ぼ
の
と
」
と
い
う
磯
節
の
歌
詞

が
潜
在
的
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

n
H
H
 

品
川
M

っ
て
も
み
た
り
し
た
。
こ
う
し
て
六
月

に
は
庁
内
で
フ
ェ
リ
ー
と
レ
ジ
ャ
ー
の

ワ
i
、
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
盛
ん

に
討
議
を
重
ね
た
。
十
一
月
に
は
第
二

建
設
局
の
次
長
き
ん
が
来
訪
し
、
今
後

人
の
輸
送
と
い
う
点
で
フ
ェ
リ
ー
は
脚

光
を
浴
ぴ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
話
や
、

十
二
月
に
は
今
度
室
蘭
と
大
洗
と
の
フ

ェ
リ
ー
を
経
営
す
る
東
日
本
フ
ェ
リ
ー

の
専
務
さ
ん
と
常
務
さ
ん
が
初
め
て
来

訪
し
、
フ
ェ
リ
ー
就
航
に
対
す
る
構
想

を
披
涯
さ
れ
、
私
達
の
考
え
も
漸
次
固

ま
っ
て
行
く
よ
う
な
気
が
し
た
。
私
が

町
報
の
新
年
号
へ
「
波
議
を
越
、
え
て
」

の
原
稿
を
書
い
た
の
も
丁
度
此
の
頃
で

あ
る
。
そ
う
し
て
四
十
九
年
を
迎
え
た

四
月
、
町
で
も
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
い

て
フ
ェ
リ
ー
問
題
の
意
見
を
聴
い
た
。

モ
ニ
タ
ー
制
度
は
新
ら
し
い
試
み
で
あ

り
、
町
内
各
岡
崎
の
代
表
者
に
よ
っ
て
種

棲
町
の
執
行
態
勢
や
施
策
等
に
つ
い
て

忌
俸
の
な
い
意
見
を
務
い
て
施
策
に
反

映
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
て
六
月
に
入
り
私
の
友
人
か
ら
室
蘭

市
長
が
会
い
た
い
と
い
う
連
絡
が
入
っ

て
び
っ
く
り
し
た
。
市
長
は
今
の
岩
間

さ
ん
の
前
の
長
谷
川
き
ん
で
あ
る
。
十

日
に
来
町
し
初
め
て
町
長
室
で
対
談
し

た
。
長
谷
川
き
ん
の
話
に
よ
る
と
「
現

在
室
蘭
は
そ
の
重
要
産
業
で
あ
る
鉄
と

石
炭
が
停
滞
し
て
お
り
、
そ
の
振
興
対

策
、
と
し
て
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
を
決
意
し

た
。
幸
い
室
衡
に
は
洞
爺
湖
や
登
別
温

泉
が
あ
り
、
観
光
人
口
も
年
間
三
百
万

人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
幸
い
大
洗
は
著

名
な
観
光
地
で
あ
る
か
ら
物
資
の
交
易

と
同
時
に
観
光
面
の
交
流
も
図
っ
て
行

き
た
い
」
と
い
う
こ
と
を
熱
心
に
語
ら

れ
た
。
私
も
室
蘭
は
鉄
の
主
産
地
で
あ

り
、
そ
の
港
も
天
然
の
良
港
で
あ
り
、

全
密
屈
指
の
重
要
港
湾
で
あ
る
こ
と
は

判
っ
て
い
た
が
、
未
だ
一
度
も
見
た
事

が
な
か
っ
た
。
此
の
前
苫
小
牧
を
視
察

し
た
際
も
素
通
り
を
し
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
話
し
な
が

藤
ら
、
大
洗
地
先
よ
り
夏
海
下
の
現
地
を

案
内
し
た
。
長
谷
川
さ
ん
は
大
洗
の
現

況
を
み
て
非
常
に
感
心
し
、
「
東
京
に

近
い
地
点
で
、
こ
う
い
う
好
条
件
の
港

が
商
港
と
し
て
未
だ
全
然
手
を
つ
け
て

い
な
い
事
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
り
、
洋

洋
た
る
未
来
を
持
っ
て
い
る
」
と
賛
辞

を
述
べ
ら
れ
、
野
菜
な
ど
を
、
つ
ん
と
欲

し
い
と
い
う
の
は
北
海
道
民
の
願
い
で

も
あ
る
」
、
と
つ
け
加
え
ら
れ
た
。
そ

し
て
亦
、
「
臼
に
一
一
回
海
を
み
な
い
と

眠
ら
れ
な
い
」
と
い
う
点
で
お
互
い
に

笑
い
な
が
ら
一
致
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
私
も
近
い
中
に
是
非
室
蘭
を

訪
れ
た
い
と
約
束
し
て
別
れ
た
。
今
日

は
歴
史
的
な
日
で
あ
っ
た
と
私
の
日
記

に
も
残
っ
て
い
る
。
五
十
年
に
入
っ
て

か
ら
四
月
に
は
東
京
か
ら
木
内
前
局
長

さ
ん
が
来
水
さ
れ
、
県
の
河
西
課
長
き

ん
、
亦
県
経
済
連
専
務
理
事
の
和
閉
ざ

ん
、
企
画
室
長
の
箪
司
さ
ん
等
と
会

談
、
大
洗
の
フ
ェ
リ
ー
開
港
に
対
す
る

積
極
的
な
建
設
意
見
が
出
さ
れ
、
非
常

に
参
考
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

そ
し
て
五
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
会
町

に
一
息
る
座
談
会
を
計
画
し
実
行
に
入
っ

た
。
議
題
と
し
て
は
一
つ
は
フ
ェ
リ
ー

の
問
題
、
一
つ
は
生
活
改
善
の
問
題
で

あ
っ
た
。
松
川
、
街
並
、
角
一
、
上
宿
、

下
街
、
蔵
前
、
寺
釜
、
髭
釜
、
永
町
、

金
沢
、
通
り
町
、
新
町
、
了
二
丁
目
、

明
神
町
、
祝
町
と
各
地
区
毎
に
、
工
エ
と
し

て
町
内
会
長
さ
ん
等
に
集
ま
っ
て
貰
い

意
見
を
聴
い
た
も
の
で
あ
る
。
五
月
の

求
ま
で
一
ヶ
月
以
上
を
要
し
た
。
フ
ェ

リ
ー
の
問
題
は
大
体
賛
成
し
て
く
れ
た

が
、
生
活
改
善
の
問
題
特
に
葬
儀
の
簡

素
化
に
関
し
て
は
活
発
な
意
見
が
あ

り
、
そ
れ
を
集
約
し
て
今
日
の
型
式
に

統
一
し
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
大
分
反

響
を
呼
ぴ
N
H
K
テ
レ
ビ
に
も
紹
介
さ

れ
た
が
今
日
や
や
崩
れ
て
き
て
い
る
の

は
残
念
で
あ
り
、
再
考
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
に
し

て
も
六
月
に
入
っ
て
か
ら
議
会
と
一
諸

に
亦
フ
ェ
リ
ー
を
視
察
す
る
機
会
を
持

っ
た
。
東
京
の
晴
海
埠
頭
か
ら
和
歌
山

県
の
勝
浦
町
ま
で
の
航
路
で
あ
っ
た
。

一
万
一
一
一
千
ト
ン
の
高
知
行
の
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
号
で
あ
っ
た
。
夜
九
時
の
乗
梧
で

翌
朝
九
時
勝
浦
港
の
岸
壁
に
着
い
た
。

早
速
役
場
に
赴
き
、
各
担
当
課
長
か
ら

説
明
を
聴
い
た
。
フ
ェ
リ
ー
寄
港
だ
け

な
の
で
、
町
は
一
銭
の
支
出
も
し
な
い

代
り
に
所
有
権
は
一
つ
も
な
く
、
間
定

資
産
税
が
年
間
五
千
万
円
位
入
る
だ
け

で
あ
る
と
い
う
。
心
配
し
て
い
た
交
通

公
害
は
殆
ん
ど
な
く
問
題
は
今
後
で
あ

ろ
う
と
云
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
も
今

迄
各
港
の
フ
ェ
リ
ー
運
航
の
実
際
を
見

て
来
た
が
、
愈
々
当
面
せ
る
室
蘭
港
を

見
た
い
と
思
い
そ
の
機
会
を
待
っ
て
い

た
。
た
ま
た
ま
県
の
水
産
課
で
下
北
半

島
の
魚
港
視
察
が
計
画
さ
れ
私
も
参
加

を
勧
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
私
は
此
の
機

会
に
途
中
か
ら
単
身
室
薦
に
向
、
つ
決
心

を
し
た
。
そ
れ
は
真
夏
に
入
ら
ん
と
す

る
七
月
半
ば
で
あ
っ
た
。

車が船内へ自由に出入するための可動橋と

停泊時の船の横ゆれ等を防ぐ施設(工事中)
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大洗町告示第21号
地方自治法第 243条の 3第 1演及ぴ大洗町財政状況の作成及

び公表に関する条例によりわたしたちの国Iの財政状況(昭和59

年 4月1日より 9月30日)を次のとおり公表します。

昭和59年12月6日

執行済額…1，238，649千円
(執行率・"32.6%)

収入済額…1，667，625千円
(収入率・・・43.9%)

予算額…3，800，920千円宏内tt 大洗町長
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昭和田年慶予算執行状況(昭和59年 9月末現在)重量一般会計
(歳入)

区 分 9月現計

人 {牛 費 1，350，414 

物 fキ 費 331，892 

維持補修費 20，415 

扶 E力 費 190，231 

補 助費等 247，129 

普通建設事業費 1，170，336 

(1) 補 E力 523，947 

(2) 単 5虫 490，389 

(3) その 他 156，000 

災害復旧事業費 1 

公 {責 費 387，215 

干昔、 立 ノ豆¥ 11 ，862 

投資及び出資金 45，640 

貸 付 金 10，840 

1最 tH 金 24，554 

予 {席 費 6，891 

メf5、 計 3，797，420 

(単位:千円)

区 分 現計予算額 繰越事業費等
計 支出済額 執行率繰越在員

l 議 ぷコス〉、 費
% 

94，074 94，074 43，832 46.6 

2 総 務 費 652，238 3，500 655，738 318，077 48.5 

3 .民 生 費 664，741 664，741 181，033 27.2 

4 衛 生 費 303，099 303，09ヲ 118，517 39.1 

5.労 {動 費 300 300 。
6 農林水産業費 158，166 158，166 46，942 29.7 

7 荷 ヱ 費 79，589 79，589 46，412 58.3 

8 土 木 費 864，529 864，529 100，745 11. 7 

9. i再 も主 費 176，414 176，414 66，987 38.0 

10 教 予言 費 2臼7，468 297，468 127，802 43.0 

11. 災 害 復 旧 費 l 。
12.公 f責 費 387，319 387，319 130，074 33.6 

13 諸支出金 112，591 112，591 58，228 51.7 

14.予 f詣 費 6，891 6，891 。

歳出合計 3，797，420 3，500 3，800，920 1，238，649 32.61 

出)(歳(単位千円)

区 分 現計予算額 繰越越額事充業当費財等 計 収入済額 収入率繰 j原

1 自7 税 1，738，698 1，738，698 963，855 55ラ46 

2 地方議与税 34，037 34，037 7，930 23.3 

3 娯税交楽施付設金利 用 42，000 42，000 15，995 38.1 

4 交自動付車金取 得 税 18，271 18，271 7，431 40.7 

5 地 方 交 付 税 429，341 429，341 286，833 66.8 

6 交特通別安交全付対金策 4，048 4，048 。
7 分担金及び負 81，399 81，399 34，409 42.3 担 金

8 数使料用料及び手 125，020 125，020 66，526 53.2 

9 国 庫 支 出 金 367，615 367，615 51，715 14.1 

10 県支出金 135，050 135，050 26，463 19.6 

11.財産奴入 61，984 61，984 22，725 36.7 

12 苦手 附 金 176 176 1，935 1，099.4 

13 繰 入 !金 204，800 204，800 。
14 繰 越 金 156，976 3，500 160，476 160，476 100.0 

15. ~昔 ~ìl 入 48，905 48，905 21，332 43.6 

16 匝T {責 349，100 349，100 。
歳入合計 3，797，420 3，500 3，800，920 1，667，625 43.9 

昭和59年度特開会計歳入歳出予算執行状況調(昭和59年 9月末現在)

(単位.千円1

執 行 も責

之コ叉〉、 名 現計予算額 歳 入 歳 出

収入済額 収入率 支出済額 支出率

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1，221，041 527，313 43.2 427，197 35‘。
老人保健特別会計 817，830 290，416 35.5 291，207 35.6 

収益的 299，150 167，213 55.9 113，802 38.0 

水道事業会計
資本的

(収入) 56，443 

(支出)
5，466 9.7 30，417 24.5 

124，020 

地方卸売市場 収益的
(収入) 64，405 

冷凍冷蔵事業会計
(支出) 60，456 28，089 43.6 23，484 36.5 

資本的 (支出) 3，949 

桜 道 土 地 区 画 整 理 事 業 会 計 101，479 15，009 14.8 13，805 13.6 

サイクワングターミナル事業会計 18，720 10，669 57.0 10，247 54，7 

Ar、;; 平 委 貝口 ぷZ〉2ミh 

機一般会計地方債現{費高

(昭和59年 9月末現在)

区 分 元金未償還額 構成比

総 務 {貢 329，645，146月 11.3% 

保 健 衛 生 { 責 91，118，790河 3.1% 

土 木 イ責 1，640，636，110内 56.3% 

公営住宅債 345，243，092内 11.9% 

t肖 防 イ責 65，085，000円 2.2% 

厚 生 福 祉 債 37，432，980円 1.3% 

教 育 {員 338，266，617円 11.6% 

農林水産業{責 46，956，000内 1.6% 

災 答 復 18事 業 債 7，997，897p:j 0.3% 

特 f7IJ {責 11，391，881河 0.4% 

メ口入 5十 2，913，773，513円 100.0% 

一般会計昨有財産の状況

嘩土I也 ・・・ー・・・・・・・・・・・・・2，043，817.29m'

1 . 行政財産ーー・・・・407，863.91m'

2 普通財産"'1，635，953.38m'

@建物・ー・・・・ー・・ー・・・ー・・・・ー・ 53，094.00m' 

1 .行政財産一…・ 52，674.31m'

2. 普通財産・…一・…419，69m'

⑧有価証券・基金 … 347，809千円

1 有価証券・・…・… 3，100千円

(日召手口59年 9月末現校)

金....344，709千円2 基

消
防
期
設
備
等
の

設
置
時
の
検
査
及
び

点
検
報
告
の
義
務
に
つ
い
て

消
防
法
に
基
づ
き
、
別
表
に
掲
げ
る

建
物
や
施
設
に
消
防
用
設
備
を
設
置
し

た
持
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消
防

機
関
の
検
査
の
範
関
及
び
消
防
用
設
備

の
点
検
結
果
を
消
防
機
関
に
報
告
す
る

義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
昭
和
印
年

1
月
1
日
付
け
を
も
っ
て
、
左
記
の
と

お
り
消
防
長
が
告
示
を
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

戸
U

I
、
設
置
時
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
建
物
や
施
設
は
別
表
に
掲

げ
る
も
の
で
一
一
一

O
O
M
以
上
の
も
の
。

2
、
点
検
資
格
者
に
点
検
を
行
な
わ
せ

て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
物

一
、
金

一
一
一
万
円
也

大
洗
町
大
賞
町

議
声
会
長
小
松
崎

大
洗
町
運
動
公
題
建
設
費
の
一
部

と
し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
児
童
用
洋
傘

百
五
十
本

大
洗
町
大
賞
町

議
声
会
長
小
松
崎

磯
浜
小
学
校
に
百
本
、
大
貫
小
学

校
に
五
十
本
、
児
童
用
洋
傘
を
寄
隙

さ
れ
ま
し
た
。

一
、
臼
・
杵

事且

大
洗
町
叫
成
田
町
二
五

O
八

二

深
作
進
一
一
般

老
人
憩
の
家
に
自
作
の
臼
・
杵
を

答
開
き
れ
ま
し
た
。

一
、
児
童
用
図
書
五

O
冊

(
七
五
、

0
0
0円
相
当

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
見
る
会

大
洗
町
大
貫
町
七
八
一

代

表

正

治

高
校
・
小
中
学
校
・
幼
稚
園
、
保

育
所
用
と
し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。 官

?
殿

亨
殿

章
殿

や
施
設
は
別
表
に
掲
げ
る
も
の
で
一
、

o
o
o
u以
上
の
も
の
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
大
洗
町
消
防

本
部
消
防
課
予
防
係

(
T
日
L
伺

1
1

1
1
9
内
線
2
4
)
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

{
別
表
}

劇
場
、
熱
顕
館
、
演
芸
場
、

公
会
堂
、
集
会
場

キ
ャ
バ
レ
ー
、
カ
フ
ェ
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

遊
技
場
、
ダ
ン
ス
ホ

i
ル

待
合
、
料
理
府

飲
食
活

百
貨
底
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
府
舗

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
宿
泊
所

査
定
一
目
、
下
宿
、
共
同
住
宅

病
院
、
診
療
所
、
助
産
所

老
人
福
祉
施
設
、
有
料
老
人
ホ

l
ム、

救
護
施
設

幼
稚
菌
、
盲
学
校
、
聾
学
校
、

菊
の
栽
培
に
丹
精
さ
れ
る
愛
好
者
の

皆
き
ん
も
年
々
ふ
え
続
け
、
静
か
な
ブ

ー
ム
を
よ
ん
で
い
ま
す
が
、
大
洗
町
菊

花
愛
好
会
(
海
老
沢
好
一
会
長
)
主
催

に
よ
る
的
年
度
の
菊
花
壌
が
去
る
日
月

n
gか
ら
日
月
お
自
の
一
ヶ
月
間
、
大

洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広
場
、
大
洗
磯
前

神
社
、
大
洗
町
老
人
憩
の
家
の
仮
設
展

示
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
口
問
者
ご
自
慢
の
大
菊
、
だ
る
ま

造
、
福
助
、
懸
崖
な
ど
加
鉢
の
菊
花
は

色
と
り
ど
り
に
美
し
く
咲
き
誇
り
、
参

観
者
の
白
を
う
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

表
彰
式
は
日
月
出
日
に
大
洗
磯
前
神

懇

で

す

水
道
管
に
も

冬
じ
た
く
を
F

毎
年
冬
に
な
る
と
、
凍
結
に
よ

っ
て
、
修
繕
の
依
頼
が
殺
到
し
ま

す
。
給
水
装
置
の
点
検
、
補
強
を

す
ま
せ
て
、
安
心
し
て
冬
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
凍
結
に
よ
る
潟
水
は
、

水
道
料
金
減
額
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

学
校

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
大
学

図
書
館
、
博
物
館
、
美
術
館

公
衆
浴
場

幕
開
の
停
車
場
、
船
舶
又
は
航
空
機
の

発
着
場

神
社
、
奈
川
焼
、
教
会

工
場
、
作
業
場

映
一
樹
ス
タ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ

自
動
率
車
庫
、
駐
車
場

飛
行
機
の
格
納
庫

養
護

延葉商建地 2 以
長要し築下以上
50文て物街上 lこ
m 化設の の該
以財け地 目 当
上、ら階 的 し
の史れで に な
ア跡た連 使い
l等 も 続 わ 事
ケののし れ 業
!建及て て場
ド造び地 い

物地下 る
下道施
道に設

社
で
行
な
わ
れ
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

。
昭
和
田
年
度
老
人
憩
の
家
菊
花
展

入
賞
者
名

大
賞
政
男
、
清
宮
登
美
江
、

米
川
ふ
さ
子
、
富
施
進
、

鴨

川

正

雄

。
昭
和
的
年
度
大
洗
磯
前
神
社
菊
花
展

入
賞
者
名

杉
山
晴
茂
、
飯
島
甚
一
、

米
川
ふ
さ
子
、
井
上
幸
夫
、

富
施
進
、
小
野
瀬
光
正
、

大
賞
政
男
、
今
泉
武
、

鴨
川
正
雄
、
清
宮
登
美
江
、

石
崎
七
郎
、
長
洲
勇
、

粟
俣
文
蔵
、
米
川
み
ち
、

米
川
川
と
く
、
藤
沼
勝
次
、

大
川
勝
夫
、
米
川
勝
美
、

加
部
東
光
子
、
磯
崎
喜
太
郎
、

篠
原
清
、
栗
田
敏
行
、

鈴

木

こ

と



t"' らあおお 昭和60年 1月1日

去
る
ロ
月
刊
日
の
日
曜
日
、
大
洗
町

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
(
半
田
好
一
会

長
・
会
員
幻
名
)
で
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
・
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
ご
協

力
を
得
て
、
身
障
児
の
皆
さ
ん
に
よ
る

も
ち
つ
き
大
会
を
老
人
憩
の
家
で
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
日
ナ
く
か
ら
お
母
さ
ん
や
ラ

イ
オ
ネ
ス
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
も
ち
つ

き
の
準
備
が
行
な
わ
れ
、
定
刻
の
叩
時

か
ら
竹
内
町
長
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
員
・
身
障
児
の
皆
さ
ん
が
、
用
意
の

祭
っ
た
懇
の
家
の
庭
先
き
で
か
わ
る
が

わ
る
キ
ネ
を
ふ
る
い
、
五
う
す
の
餅
を

抱
き
上
げ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
大
洗

高
校
に
在
学
中
の
木
村
尚
明
君
と
竹
内

町
長
が
カ
を
合
せ
、
一
う
す
の
も
ち
を

檎
き
上
げ
た
時
に
は
、
期
せ
ず
し
て
参

加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お

こ
り
ま
し
た
。

出
来
上
え
た
温
か
い
餅
は
、
早
速
、

会
員
の
皆
さ
ん
方
に
よ
り
ア
ン
コ
や
キ

ナ
コ
、
大
根
お
ろ
し
な
ど
に
手
際
良
く

ま
ぶ
さ
れ
、
食
卓
に
並
べ
ら
れ
、
町
長

を
囲
ん
で
子
供
達
は
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
餅
を
ほ
う
ば
り
、
少
々
早
自
の
正
月

気
分
に
ひ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

子
供
達
は
こ
の
催
を
大
変
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
喜
び

も
大
き
く
、
ま
た
来
年
も
行
っ
て
欲
し

い
と
望
ん
で
い
ま
し
た
。

き
っ
と
良
い
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と

で
し
ょ
、
っ
。

な
お
、
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

就
任

の

あ

需'd

教
育
長

(3)第157号

こ
の
た
び
町
議
会
の
御
同
意
を
い

た
だ
き
、
前
期
に
引
続
き
教
育
長
就

J 

'0 

日

氏

任
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
る

こ
と
は
充
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
方
の
御
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、

全
力
を
鋼
一
任
し
て
こ
の
霊
童
貝
を
果
し

た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

前
期
四
年
は
、
町
民
の
皆
様
の
教

育
へ
の
深
い
御
理
解
と
、
積
極
的
な

御
援
助
を
賜
り
、
お
陰
を
も
ち
ま
し

て
、
現
在
は
町
内
各
小
・
中
学
校
と

昭
和
的
年
度
茨
城
県
パ
ラ

船
麓
自
舗
網
隣
…

地
域
の
特
色
を
い
か
し
た
個
性
震
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
団

体
等
に
対
し
て
、
毎
年
贈
ら
れ
る
茨
城

県
パ
ラ
賞
褒
賞
の
表
彰
式
が
、
去
る
日

月
白
日
茨
城
県
武
道
館
で
行
な
わ
れ
、

当
町
か
ら
船
渡
自
衛
消
防
隊
(
士
口
沢
敏

弘
代
表
)
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
行
政
依
存
指
向
の
多
い
最
近
の
傾
向

の
中
で
、
自
分
遠
の
地
域
は
自
分
た
ち

の
手
で
、
と
、
鉛
渡
2
区
の
前
内
会
の

全
世
管
の
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
、
昭
和

錦
年
、
自
衛
消
妨
隊
を
組
織
し
ま
し

た
以
来
、
毎
月
例
会
を
開
き
、
消
防
署

と
連
繋
を
と
っ
て
防
火
・
防
災
の
知
識

の
習
得
、
自
宅
の
防
火
診
断
等
を
は
じ

め
、
道
路
周
辺
の
空
地
の
雑
筆
処
理
、

清
掃
か
ら
生
活
改
善
(
祝
事
・
葬
儀
等
)

が
受

に
受
る
ま
で
巾
広
く
活
動
し
、
よ
り
よ

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

時
体
問
貝
皆
さ
ん
に
よ
る
活
動
努
力
は
目

下
、
他
地
域
か
ら
も
注
目
さ
れ
他
の
模

範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

盟
側
一
一
一
浜
駅
倍
競
争
大
会

大
競
各
品
ノ
ー
ム
鰭

去
る
ロ
月
2
臼
側
、
第
泊
四
三
浜
駅

伝
競
走
大
会
(
那
珂
湊
市
・
大
洗
町
・

常
澄
村
・
間
各
教
育
委
員
会
・
各
体
育

協
会
主
催
)
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
若
人
の
意
気
を
昂
揚

し
、
体
力
の
増
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て

強
国
な
団
結
と
友
愛
の
も
と
に
明
朗
真

警
な
ス
ポ

i
ツ
精
神
を
養
い
、
も
っ
て

体
力
向
上
を
期
す
る
こ
と
を
民
的
と
し

も
極
め
て
充
実
し
た
教
育
が
実
践
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
洗
町
叫

は、
f

い
ま
有
史
以
来
か
つ
て
な
い
大

い
な
る
町
、
つ
く
り
が
完
成
に
向
っ
て

着
実
な
歩
み
を
統
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
重
大
な
と
き
に
あ
た
り
、
本

町
発
援
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
あ
り

方
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重

大
な
課
題
で
あ
り
、
誤
り
な
く
こ
の

教
育
的
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、

町
民
の
皆
様
の
一
層
の
御
指
導
と
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
教
育
長
就
任
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

出
場
は
、
中
学
の
部
印
チ
l
ム
、
高

校
の
部
日
チ
i
ム
、
一
般
の
部
計
チ
ー

ム
が
参
加
出
場
し
て
、
午
前
日
時
、
那

珂
湊
の
魚
市
場
前
を
同
時
ス
タ
ー
ト
、

中
学
は
7
区
間
部
・

5

J
、
高
校
一
殺

は
6
区
間
指
・

6
J
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
本
町
か
ら
、
中
学
の
部

に
一
中
A
-
B
と
十
問
中
A
・
8
チ
!
ム
、

高
校
一
般
の
部
に
大
洗
高
校
、
原
研
大

洗
、
大
洗
走
る
会
チ
i
ム
が
出
場
し
、
健

躍
の
結
果
、
次
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

O
中
学
の
部

日
位
第
一
中
学
校
A
チ
ー
ム

1
時
間
部
分
犯
秒

引
品
位
第
一
中
学
校
B
チ
ー
ム

1
時
間
泊
分
幻
秒

品
位
南
中
学
校
A
チ
ー
ム

1
時
間
却
分
お
秒

幻
位
南
中
学
校
B
チ
l
ム

1
時
間
招
分
出
秒

O
高
校
一
般
の
部

5
位
原
研
大
洗
チ
ー
ム

2
時
間
2
分
日
秒

大
洗
高
校
チ

i
ム

9 
位

寸

1
3
1
3
e
3
1
3
f
i
s
t
i
-
-
i
i
i
i
!
i
i
i
i
l
i
a
-
i
i
i
i
i
i
i
i
3
1
3
J

一

今

関

患

之

氏

一

…
全
題
連
合
会
長
賞
を
受
賞
一

一

丸

商

工

会

関

係

者

が

参

集

し

て

聞

か

れ

…

一
義
総
数
鱒
欝
鰹
菅
川
¥
}
為
ま
し
た
が
、
席
上
、
各
種
表
彰
が
行
一

一
陣
繍
滋
機
九
議
ゆ
感

J
ず
わ
れ
、
当
町
商
工
会
の
今
関
忠
之
車
内
一

一
鱒
y
r
/
約
一
川
ソ
附
年
部
長
も
商
工
会
青
年
部
活
動
功
労
一

一

議

藤

幹

畿

¥

}

ぺ

者

と

し

て

全

国

商

工

会

連

合

会

長

賞

一

一

i吋
川

、

を

受

賞

し

ま

し

た

。

…

…

r

今
関
青
年
部
長
は
昭
和
位
年
の
青
一

一
去
る
日
月

m
a、
第
弘
田
商
工
会
年
部
設
立
以
来
部
活
動
に
活
躍
し
、
一

一
全
国
大
会
が
東
京
・
渋
谷
の
N
H
K

ま
た
現
在
、
県
背
速
の
副
部
長
も
兼
…

一
ホ
|
ル
で
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ね
運
営
発
展
に
努
力
さ
れ
、
そ
の
予
…

一
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
全
国
商
工
会
腕
、
功
績
が
今
回
認
め
ら
れ
た
も
の
一

一

連

合

会

が

主

催

し

行

う

も

の

で

、

中

で

す

。

一

…
曲
最
総
理
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
期
一

一
迎
え
、
全
国
か
ら
一
一
一
、
五
O
O名
の

待

し

て

止

み

ま

せ

ん

。

…
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科
学
万
博
問
日
前
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

伴
う
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、
大

洗
町
立
第
一
・
中
学
校
、
大
洗
町
立
南
中

学
校
と
大
洗
町
立
磯
浜
小
学
校
、
大
洗

前
立
大
貫
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ

i
ン
作
戦
と
は
、
科
学
万

博
問
日
前
に
控
え
田
町
民
総
参
加
に
よ
り

訪
れ
る
観
光
客
を
き
れ
い
な
環
境
で
迎

32 
イ立

2
時
間
7
分
沼
秒

大
洗
走
る
会

2
時
間
四
分
組
秒

え
る
た
め
、
ロ
月
2
日
に
ふ
る
さ
と
ク

リ
ー
ン
作
戦
と
名
打
っ
て
県
内
一
斉
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
洗
第
一
中
学
校
で
は
前
日
の
一
日

出
ゆ
と
り
の
時
間
を
利
用
し
学
校
前
の

道
路
・
大
洗
港
の
清
婦
・
空
き
缶
・
空

き
ビ
ン
等
の
収
集
を
実
施
し
、
生
徒
達

が
集
め
た
量
は
な
ん
と
一
ニ
、
一

O
O同

に
も
な
り
、
使
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
は

矧
袋
で
し
た
。

磯
浜
小
学
校
で
は
二
日
同
家
の
周
辺

や
通
学
路
付
近
の
祭
き
缶
回
収
を
実
施

し
、
月
曜
日
登
校
時
に
、
日
耀
日
自
分

の
手
で
集
め
た
空
き
缶
を
通
学
班
ご
と

に
袋
に
入
れ
て
持
参
し
、
体
育
舘
前
に

山
の
よ
、
つ
に
積
み
上
げ
ま
し
た
。

児
意
達
が
回
収
し
た
空
き
缶
は
こ
れ

も
一
二
、

0
0
0個
、
六

O
O勾
に
も
な

り
収
集
し
た
子
供
達
も
空
き
缶
の
山
に

ピ
ッ
ク
り
し
て
い
ま
し
た
。

大
洗
一
中
、
磯
浜
小
、
南
中
、
大
震

小
の
生
徒
の
皆
さ
ん
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

し
た
。

中努F
ZK土
i宮市

が fc
ブ講

演
会

住
民
票
が
変
り
ま
す

。
蜘
品
邸
時
コ
ン
ピ
『

A
m
a
g
a
-
-

タ
i
者
設
襲
。

こ
の
た
び
常
陽
明
治
記
念
館
と
町
教

育
委
員
会
共
催
に
よ
り
、
郷
土
歴
史
講

演
会
を
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
一
万
水
戸
一
高
教
頭
、
名
勝

時
正
先
生
。
問
先
生
は
、
本
年
、
文
部

大
医
よ
り
地
域
文
化
功
労
賞
を
受
設
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
楊
明
治
記
念
会

評
議
員
、
水
一
戸
史
学
会
会
長
、
県
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
等
を
つ
と
め
ら
れ

て
お
り
、
著
書
に
は
、
「
水
戸
光
閉
山
L

「
水
一
戸
学
の
道
統
」
「
藤
田
東
湖
L

等
が

あ
り
ま
す
。

講
演
は
、
「
水
戸
光
閣
と
大
洗
」
と

題
し
て
行
わ
れ
、
光
閣
が
槻
町
で
生
ま

れ
た
生
い
た
ち
か
ら
始
ま
り
、
水
戸
家

の
後
継
者
と
な
っ
た
こ
と
。
司
馬
遷
の

史
記
伯
夷
伝
を
読
み
深
く
教
え
ら
れ
学

問
の
大
切
さ
と
人
の
道
を
知
っ
た
こ
と
。

日
本
史
記
(
大
日
本
史
の
前
名
)
の
編

さ
ん
を
決
意
し
た
こ
と
。
ま
た
、
「
閑
胤
(
レ

廃
継
絶
レ
L

す
た
れ
た
る
を
興
し
、
絶
え

た
る
を
継
ぐ
の
思
想
の
も
と
宗
教
改
革

を
断
行
し
、
そ
れ
に
関
連
し
本
町
の
顕

入
寺
、
大
洗
磯
前
神
社
、
天
妃
神
社
、

諏
訪
神
社
等
と
光
固
と
の
由
来
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
光
図
は
、
長
さ
五
十
四
米
、

巾
十
八
米
、
帆
柱
一
二
十
六
本
、
櫓
六
十

町
で
は
、
窓
口
事
務
の
能
率
向
上

の
た
め
、
住
民
課
に
窓
口
コ
ン
ピ
ュ

!
タ
ー
を
導
入
、
年
々
増
え
続
け
る

住
民
票
関
係
の
事
務
処
理
が
、
コ
ン

ピ
ュ

i
タ
!
の
操
作
で
発
行
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
従
来
の
車
円
焼
き
住
民

票
が
、
白
地
の
住
民
票
に
一
月
七
百

か
ら
変
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
!
に
記
憶
さ
れ
て

い
る
の
は
、
大
洗
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
住
民
の
住
所
、
氏
名
、
生 コ二

の
丸
、駆

丁
と
い
う
当
時
の
常
識
で
は
考
、
え
ら
れ

な
い
超
大
型
船
「
快
風
丸
」
を
建
造
し

北
海
道
と
の
交
日
却
を
行
い
、
今
日
の
フ

ェ
リ
ー
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
こ
と
。
後

に
、
光
問
の
精
神
を
継
ぎ
水
一
戸
湊
の
行

政
改
革
が
行
わ
れ
、
売
す
そ
の
第
一
を

人
づ
く
り
に
お
き
、
弘
道
館
を
建
て
有

為
の
人
材
の
養
成
に
つ
と
め
た
こ
と
、

第
二
が
藩
財
政
の
再
建
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

水
戸
学
、
幕
末
の
動
乱
、
大
政
奉
還
、

問
中
光
願
伯
と
常
陽
明
治
記
念
館
の
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
、
義
公
水
一
戸
光
閣
の

残
さ
れ
た
業
績
と
、
そ
れ
が
後
世
に
与

え
た
影
響
を
大
変
興
味
深
く
講
演
さ
れ

大
き
な
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

年
月
日
な
ど
て
従
来
は
、
お
客
様

か
ら
の
申
請
書
を
も
と
に
住
民
票
台

帳
を
探
し
、
そ
の
台
帳
を
車
問
焼
復
写

し
て
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
っ
て
氏
名

(
カ
タ
カ
ナ
)
を
ボ
タ
ン
操
作
に
よ

っ
て
す
ぐ
発
行
で
き
ま
す
。
ま
た
、

転
入
、
転
出
、
出
生
な
ど
の
処
理
や

同
姓
同
名
に
よ
る
事
務
の
複
雑
化
も

解
消
で
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便

を
一
層
図
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
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と

き

第
一
回
大
洗
由
民
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
立
つ
い
て

大
洗
町
内
に
お
い
て
音
楽
活
動
を
し

て
い
る
他
人
及
び
団
体
を
対
象
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
性
の
向
上
を
計

り
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
次

に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

一
、
日
時
昭
和
六
十
年
三
月
ニ
十
四
日

(
日
)
午
後
一
時
1
四
時

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ

l
ル

一
一
、
会
場

L、
一一一、内容

※
第
一
部
会
員
に
よ
る
音
楽
会

O
独
奏
・
独
唱
(
八
分
以
内
)

O
重
奏
・
震
唱
(
八
分
以
内
)

O
A口
奏
・
合
唱
(
十
分
程
度
)

出
演
資
格
は
個
人
及
び
間
体
の

指
導
者
も
し
く
は
出
演
者
が
昭

和
六
十
年
一
日
月
十
五
日
以
前
に

協
会
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

出
演
負
担
金
は
個
人
・
団
体
と

も
に
一
ス
テ
ー
ジ
壱
千
円

※
第
ニ
部
来
場
者
会
員
に
よ
る
ム
口

四
回

年
齢
・
職
業
・
男
女
を
関
わ
ず

らあお

簡
単
な
曲
を
数
回
の
練
習
後
当

日
来
場
者
会
員
で
合
唱
す
る
。

O
指
揮
i
加
藤
富
士
子

有

国

浮

光

藤
回
洋
一

O
伴
奏
j
増
田
恵
美
子

川

又

裕

子

o
曲
目
i
花
、
荒
城
の
月
、
風
、

赤
と
ん
ぼ
、
ふ
る
さ
と
、

四
季
の
歌
、
マ
イ
ウ
ェ

イ
等

O
練
習
臼
1
三
月
六
日
・
十
四
日
・

二
十
三
日

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

リ
ハ
ー
サ
ル
室

※
第
三
部
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
h
v
演
奏

三
名
を
予
定

回
、
申
込
み
及
び
受
付
先

昭
和
六
十
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

申
込
書
に
よ
り
事
務
局
へ
(
郵
送

も
可
)

大
洗
町
機
浜
町
一
二
七
七

加
藤
富
士
子
方

大
洗
町
音
楽
協
会
事
務
局

電
話
六
七
四
五

O
一

お

中

村

メ

イ

コ

新
春
文
化
講
演
会

女

優

期
日
一
月
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時

場
所
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
大
ホ

l
ル
)

入

場

料

無

料

。
一
月
七
臼
よ
り
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
で
入
場
券
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
。
詳
し
く
は
「
公
民
館
だ
よ
り
恥
3
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

議
相
談
所
開
設
(
無
料
)

、

昭和60年 1月1El 

軒
民
み
こ
し
会
員
募
集

大
洗
み
こ
し
荒
磯
会
も
町
民
皆
様
の

御
カ
添
の
お
蔭
を
も
ち
発
足
以
来
五
年

の
歳
月
を
数
、
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
大
洗
町
商
工
産
業
祭
の
花
形
と

し
て
町
の
士
気
昂
揚
に
力
を
つ
く
し
た

の
は
勿
論
、
水
戸
市
を
始
め
近
隣
都
市

の
祭
行
事
に
そ
の
燦
燃
た
る
姿
を
現
わ

し
全
身
に
汗
し
無
念
無
想
の
心
境
で
み

こ
し
を
担
ぐ
そ
の
掛
声
は
沿
道
の
観
衆

を
勇
気
づ
け
青
年
達
の
胸
に
不
操
不
屈

の
精
神
を
醸
成
し
て
参
り
ま
し
た
。

現
在
会
員
も
百
五
十
名
に
達
し
て
お

り
ま
す
が
、
来
年
三
月
開
港
す
る
フ
ェ

リ
ー
基
地
と
し
て
、
ま
た
鹿
島
鉄
道
の

開
通
す
る
我
が
町
大
洗
の
無
限
の
前
進

を
祈
念
す
る
意
味
に
お
い
て
、
な
お
一

の
会
員
の
増
強
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

大
洗
町
の
将
来
を
掠
う
青
少
年
よ
、

若
人
よ
、
皆
様
の
御
参
加
を
わ
ど
ま
ち
し

て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
O
o

事
務
局
大
洗
町
商
工
会

以山局

1
7
1
1
番

大
洗
み
予
」
し
荒
磯
会

会
長
小
松
崎
一
予
釜
度
食
物
庖

防
局

2
4
1
5
番

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 月

l働/8 (木/)7 
/ 

(必/5 
/ / 

ω/ 26 (村/24 (刈/22 t上/)19 (月/)14 
/ 

(柄/10 や1/49 (対/8 
/ 

(水)6 仕)2 (刈29 仕)12 日
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(59.11月現夜)大洗における交通事故の発生状況分行事予定表大洗文化センター 1

数i成増前年同期年本

3 ( 78) 4 (67) 発生 件数リハーサル室毛糸・手芸用品展示販売会9 : 00- 1 (ム11)

自動車運転免許所有者で更新のための講習会大会議室運転免許証更新時講沼会9 : 00-
1 (ム 5)
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円今宅

モ苛i均害事僕開催場所名事催隣始証寺南

※( )内は累計を示す。

“毎月T臼は受遇安全の日"“あなだが築く主主通安全"

ム 2(ム25)5 (104) 

o ( 1 ( 1) 

3 (79) 

数者死

仮設写真館で成人者の記念撮影をする

大洗町が成入者を祝う

大会議室

/レホ

成 入 者 記 念 撮 影

昭和 60年 大洗町成人式

13: 00-
9 : 00-

8 : 30-

開 催 日

1月ll(金)，
12けホ 138(日)

1月11日(金)

1月13臼(日)
1月 15日(火)

1月15日(火)

中村メイコ

町名 募金額 罰T 名 募金額 町名 募金額 匝7 名 募金額 匝7 名 募金額 町 名 募金額

明 l 28，200 祝 20)2 27，000 力t 4 12，000 寺 4 9，600 前 2 9，600 中 宿 19，800 

明 2 26，500 f兄 3 20，400 丹t 5 31，600 寺 5 16，200 前 3 9，600 下 宿 15，600 

明 3の 上 21，000 干児 4 19，300 力t 6 19，000 寺 6 15，000 原研住 宅 22，300 矢 士丞 17，200 

明 3の 下 12，700 十兄 5 22，600 丹く 7 19，600 寺 7 13，200 原研独身寮 8，746 子 事右 6，000 

明 4 15，000 十兄 6 7，200 刀t 8 15，400 寺 8 15，800 動燃夏j毎寮 7，858 松)11報国 14，400 

明 5 34，500 十日 7 9，600 丹t 9 22，200 寺 9 13，800 東北大寮 7，200 松)11第一 11 ，800 

明 6 16，800 千兄 8 12，000 jJ( 10 27，200 ミ子 10 15，800 神 山 13，400 松川中 部 8，400 

明 7 32，200 松 1 24，300 刀t 11 18，800 寺 11 24，000 )11 ロ 7，800 松川1:共励 7，800 

明 8の l 12，500 松 2 27，600 力t 12 21，000 寺 12 11，000 荒 ふτョ、ー 27，000 松)11第二 10，800 

明 8の 2 10，000 通 l 9，000 力t 13 30，000 舟 1 12，600 浜 欠 6，600 大谷川| 8，400 

明 9 22，800 通 2 18，600 君主 14 32，400 舟 2の 1 14，000 古 1這 36，600 成 回 8，400 

明 10 15，000 通 3 13，200 永 15の 1 36，000 舟 2の 2 7，000 上 宿 24，300 

明 11の l 46，200 新 1の 1 12，000 永 15の 2 23，500 舟 2の 3 11，900 

明 11の 2 48，200 新 1の 2 3，800 永 16の 1 36，000 舟 3 18，000 
事業所・図体・俗人及ぴ学校

東光台 56，400 新 2の 1 9，900 永 16の 2 35，400 舟 4 9，500 ( 5，000円以上 寄 付者)
募金額

- 1の 上 27，400 新 2の 2 6，600 永 16の 3 34，800 蔵 1 22，700 

- 1の下 24，600 新 3の l 14，400 丹t 17 20，400 蔵 2 21，600 小 里子 i頼海 渓庖 10，000 

2 25，000 新 3の 2 23，400 重吉 l 25，500 蔵 3 13，500 茨交大 j先ホテル 10，000 

3 17，000 事庁 4 10，800 ft6 2 16，200 蔵 4 16，100 大洗町 議会議員 10，000 

5 12，400 幸長 5 21，300 :lf戸-じ， 戸~ 3 13，300 上 1 14，400 大 洗町民 生委員協議会 35，000 

汐見ヶ丘 15，600 新 5の l 17，700 主主 4 9，000 上 2 13，200 大洗町役場職員 同 27，317 

1 32，500 新 5の 2 14，400 苦言 5 23，500 上 3 19，200 ボーイスカウト第一団 8，370 
2 31，400 新 5の 3 24，600 重品 6 16，300 中 1 10，000 常 陽銀行大 洗支庖 5，000 
3 36，000 新 6 21，000 Jf:;じ， 7 14，000・ 中 2 10，000 婚 五 虫日 10，000 

{中 1 7，100 新 7の l 15，000 主主 8 13，000 ヰヒ 1 22，000 
石 出 {修 10，000 

f中 2 16，500 新 7の 2 10，800 主E 9 22，200 ヰヒ 2 19，200 
主重 資 光 10，000 

f中 3 25，800 新?の 3 19，200 主色 100)1 41，700 F話 l 15，600 
立口と )11 賢一郎 10，000 

f中 4 20，550 新 8 18，600 髭 10の 2 50，600 南 2 25，800 

金 1 21，500 事庁 宮 30，000 髭 11の 1 32，400 角 1 15，500 
I召 亡口仕 夫 5，000 

/王立¥ 2 13，500 新 10 12，000 主tll0)2 33，600 角 2 28，900 L巣立大洗高等学校生徒会 18，497 

ノi: 3 21，000 新 11 16，000 苦言 12 19，200 角 3の 2 11，500 町立 大洗第一中学校 12，591 

金 4 27，400 新 12 12，000 童三 13 10，000 角 4 8，800 町立大洗南中学校生徒会 10，000 

金 5 21，000 君t 1 12，800 ミ子 1 18，000 角 d 戸 17，000 町立磯浜 小学校 10，523 

祝 1 45，000 舟t 2 16，500 寺 2 14，400 角 6 9，400 lllJ立大賞小学校 15，686 

祝 2の l 21，000 方く 3 9，700 寺 3 11，500 円IJ 1 9，300 町立夏海 小学校 5，859 

講師「私の生きかた」/レホ大 洗 町 文 化 講 演 会9 : 00-1月19日(土)


